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に集中したことが明らかにされた（Liu et al., 2011；
















































































































カースト」について集計した SC Series と「指定部族」
について集計した ST Series もある。上記 8 つの集計
シリーズは，州・連邦直轄地（以降，州と表記）ごと
に公表されている。
本稿の分析に使用した D Series（2001 年）は，12






















第１表　インドセンサスの D Series データの項目表（2001 年）
番号 表　　　題 地域単位
1 D-1:  POPULATION CLASSIFIED BY PLACE OF BIRTH AND SEX 国 / 州 / 県
2 D-1 APPENDIX:  POPULATION CLASSIFIED BY PLACE OF BIRTH, AGE AND SEX 国 / 州 / 県
3 D-2: MIGRANTS CLASSIFIED BY PLACE OF LAST RESIDENCE, SEX AND DURATION 
OF RESIDENCE IN PLACE OF ENUMERATION
国 / 州 / 県
4 D-2 SC: MIGRANTS WITHIN THE STATE/UT CLASSIFIED BY PLACE OF LAST 
RESIDENCE,SEX AND DURATION OF RESIDENCE IN PLACE OF ENUMERATION FOR 
SCHEDULED CASTE
州
5 D-2 ST: MIGRANTS WITHIN THE STATE/UT CLASSIFIED BY PLACE OF LAST 
RESIDENCE,SEX AND DURATION OF RESIDENCE IN PLACE OF ENUMERATION FOR 
SCHEDULED TRIBE
州
6 D-3:  MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE, DURATION OF RESIDENCE AND 
REASON FOR MIGRATION
国 / 州
7 D-3 SC: MIGRANTS WITHIN THE STATE/UT BY PLACE OF LAST RESIDENCE, 
DURATION OF RESIDENCE AND REASON OF MIGRATION FOR SCHEDULED CASTE
州
8 D-3 ST: MIGRANTS WITHIN THE STATE/UT BY PLACE OF LAST RESIDENCE, 
DURATION OF RESIDENCE AND REASON OF MIGRATION FOR SCHEDULED TRIBE
州
9 D-3:  UA/City MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE, DURATION OF 
RESIDENCE AND REASON FOR MIGRATION
都市 /UA
10 D-4:  MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE, AGE, SEX, EDUCATIONAL LEVEL 
AND  DURATION OF RESIDENCE 
国 / 州 / 都市
11 D-5: MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE, AGE, SEX, REASON FOR 
MIGRATION AND DURATION OF RESIDENCE 
国 / 州 / 都市
12 D-6:  MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE, ECONOMIC ACTIVITY, AGE, SEX 
AND DURATION OF RESIDENCE
国 / 州 / 都市
13 D-7:  MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE WITH DURATION 0-9 YEARS 
REPORTING 'WORK/EMPLOYMENT' AS REASON FOR MIGRATION BY AGE, SEX 
AND EDUCATIONAL LEVEL 
国 / 州 / 都市
14 D-8: MIGRANT WORKERS BY PLACE OF OF LAST RESIDENCE AND INDUSTRIAL 
CATEGORY
国 / 州 / 県 / 都市 /UA
15 D-9: MIGRANT WORKERS （OTHER THAN CULTIVATORS AND AGRICULTURAL 
LABOURERS） FROM PLACE OF LAST RESIDENCE AND OCCUPATIONAL DIVISION
国 / 州 / 県 / 都市 /UA
16 D-10: MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE, AGE, SEX, MARITAL STATUS 
AND DURATION OF RESIDENCE 0-9 YEARS
国 / 州 / 県 / 都市
17 D-11:  PERSONS BORN AND ENUMERATED IN DISTRICTS OF THE （STATE/UT 
DISTRICT）
県
18 D-11:  SC - PERSONS BORN AND ENUMERATED IN DISTRICTS OF THE STATE/UT 
FOR SCHEDULED CASTE
県
19 D-11:  ST - PERSONS BORN AND ENUMERATED IN DISTRICTS OF THE STATE/UT 
FOR SCHEDULED TRIBE
県
20 D-12: MIGRANTS BY PLACE OF LAST RESIDENCE WITH DURATION OF RESIDENCE 
AS 0-9 YEARS AND AGE
国 / 州
注：UA は Urban Agglomeration の略称であり，インドの都市圏を意味する。2001 年には 384 の UA がある。








居住期間を 1 年以内，1～4 年，5～9 年，10～19 年，



















州間人口移動を表す行列は，1991 年のセンサス D 





























1991 年時点でインドには 32 の州が存在したが，2001







州間人口移動の OD 行列は，1991 年は 31×31 州の移




　第 2 表は 1991 年と 2001 年のインドにおける人口
移動の概況を示している。これによると，インドの人
口移動数は 1991 年の 2 億 3,211 万人から 2001 年の 3
億 1,454 万人へと大きく増加した。そのうち，国内の
人口移動はそれぞれ 2 億 2,589 万人と 3 億 939 万人と
圧倒的に多くを占めている。
　国内人口移動は，州内人口移動が圧倒的に多数であ













　一方，州間人口移動数は 1991 年の 2,648 万人から






ている。2001 年はその割合が 1991 年よりさらに上昇
している。農村から都市への移動に次いで多かったの
は農村間および都市間の移動であり，いずれ州間移動






















居住年数 1 年未満 1 ～ 4 年 5 ～ 9 年 10 年以上 不明 総数
実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率
全人口移動 7,073,095 39,824,804 35,209,276 130,449,908 19,555,890 232,112,973
　国内移動 6,937,637 39,286,861 34,723,906 125,945,813 18,993,629 225,887,846
　　州内移動 5,718,228 100.0 33,869,402 100.0 30,271,638 100.0 112,117,592 100.0 17,221,391 100.0 199,198,251 100.0
　　　農村 - 農村 3,530,563 61.7 20,316,687 60.0 19,505,524 64.4 83,112,425 74.1 11,059,156 64.2 137,524,355 69.0
　　　農村 - 都市 984,975 17.2 6,709,611 19.8 5,482,046 18.1 15,323,844 13.7 2,713,884 15.8 31,214,360 15.7
　　　都市 - 農村 553,347 9.7 2,619,489 7.7 1,970,796 6.5 5,241,025 4.7 1,195,235 6.9 11,579,892 5.8
　　　都市 - 都市 632,261 11.1 4,126,807 12.2 3,224,916 10.7 8,084,934 7.2 1,982,316 11.5 18,051,234 9.1
　　　不明 17,082 0.3 96,808 0.3 88,356 0.3 355,364 0.3 270,800 1.6 828,410 0.4
　　州間移動 1,219,409 100.0 5,417,459 100.0 4,452,268 100.0 13,828,221 100.0 1,772,238 100.0 26,689,595 100.0
　　　農村 - 農村 464,055 38.1 1,317,635 24.3 1,112,890 25.0 4,161,195 30.1 465,101 26.2 7,520,876 28.2
　　　農村 - 都市 298,802 24.5 1,729,862 31.9 1,559,983 35.0 4,581,545 33.1 525,312 29.6 8,695,504 32.6
　　　都市 - 農村 151,168 12.4 473,673 8.7 315,496 7.1 806,303 5.8 152,897 8.6 1,899,537 7.1
　　　都市 - 都市 297,643 24.4 1,860,791 34.3 1,436,349 32.3 4,182,658 30.2 591,163 33.4 8,368,604 31.4
　　　不明 7,741 0.6 35,498 0.7 27,550 0.6 96,520 0.7 37,765 2.1 205,074 0.8
　国際移動 128,953 497,618 453,374 4,379,389 468,548 5,927,882
　分類不能 6,505 40,325 31,996 124,706 93,713 297,245
2001 年
居住年数 1 年未満 1 ～ 4 年 5 ～ 9 年 10 年以上 不明 総数
実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率
全人口移動 8,885,724 47,281,223 42,134,395 170,563,612 45,676,396 314,541,350
　国内移動 8,808,494 46,951,959 41,799,867 166,491,334 45,333,871 309,385,525
　　州内移動 6,793,724 100.0 38,675,322 100.0 35,264,395 100.0 145,101,692 100.0 42,384,127 100.0 268,219,260 100.0
　　　農村 - 農村 4,105,673 60.4 22,611,185 58.5 22,163,216 62.8 104,403,207 72.0 7,431,351 17.5 160,714,632 59.9
　　　農村 - 都市 1,085,847 16.0 7,029,529 18.2 6,106,900 17.3 20,032,585 13.8 2,091,492 4.9 36,346,353 13.6
　　　都市 - 農村 620,143 9.1 2,562,593 6.6 2,030,415 5.8 5,320,420 3.7 537,836 1.3 11,071,407 4.1
　　　都市 - 都市 755,058 11.1 4,973,412 12.9 4,169,824 11.8 12,368,842 8.5 3,579,507 8.4 25,846,643 9.6
　　　不明 227,003 3.3 1,498,603 3.9 794,040 2.3 2,976,638 2.1 28,743,941 67.8 34,240,225 12.8
　　州間移動 2,014,770 100.0 8,276,637 100.0 6,535,472 100.0 21,389,642 100.0 2,949,744 100.0 41,166,265 100.0
　　　農村 - 農村 923,191 45.8 2,016,476 24.4 1,534,635 23.5 6,065,436 28.4 481,236 16.3 11,020,974 26.8
　　　農村 - 都市 503,507 25.0 3,107,106 37.5 2,762,342 42.3 8,399,436 39.3 567,612 19.2 15,340,003 37.3
　　　都市 - 農村 187,847 9.3 537,827 6.5 327,678 5.0 787,059 3.7 87,585 3.0 1,927,996 4.7
　　　都市 - 都市 351,554 17.4 2,382,305 28.8 1,756,621 26.9 5,678,202 26.5 546,989 18.5 10,715,671 26.0
　　　不明 48,671 2.4 232,923 2.8 154,196 2.4 459,509 2.1 1,266,322 42.9 2,161,621 5.3
　国際移動 77,196 329,199 334,472 4,072,079 342,477 5,155,423
　分類不能 34 65 56 199 48 402







シュ（21.5 万人），東インドのオディシャ （ー21.1 万人）
が続く。
　続いて，人口移動流上位 30 位を中心に州間人口移
動の特性を考察する。1991 年には上位 30 位の州間人
口移動数は 605 万人で州間人口移動の 54.6％を占め
た。2001 年には上位 30 位の州間人口移動数は 838.9
万人へと増加し，依然州間人口移動の 49.8％を占め















年にそれぞれ 8 州と 7 州への人口流出が顕著である。
Ⅳ　州間人口実移動からみたインドの人口移動圏
1　1991年の分析結果









とは限らない。第 3 表によると，全部で 9 因子が抽
出され，その累積説明率は 87.49％と高い要約を示し
た。そのうち，変動説明率が 10％以上となったのは，













（1）1991 年 （2）2001 年
第 1 図　インドにおける州間人口移動流の分布（上位 30 位）










第１図　インドにおける州間人口移動流 分布（上位 30 位）
資料：1991 年および 2001 年インドセンサスの D Series データにより作成。






























因子番号 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子
変動説明量 4.83 4.41 3.84
変動説明率 15.58 14.23 12.37
累積説明率 15.58 29.81 42.18
因子負荷量 グジャラート 0.971 メガラヤ 0.984 チャンディーガル 0.845
ゴア 0.914 ナガランド 0.980 ヒマーチャル・プラデーシュ 0.828
カルナータカ 0.883 トリプラ 0.903 パンジャーブ 0.762
ミゾラム 0.859 アルナーチャル・プラデーシュ 0.897 ハリヤーナー 0.732
マディヤ・プラデーシュ 0.738 マニプル 0.777 ウッタル・プラデーシュ 0.664
アーンドラ・プラデーシュ 0.514 ラージャスターン 0.590
デリー 0.585
因 子 得 点 マハーラーシュトラ 5.247 アッサム 5.178 ハリヤーナー 2.863
デリー 2.769
パンジャーブ 2.724
因子番号 第 4 因子 第 5 因子 第 6 因子
変動説明量 3.39 3.08 2.42
変動説明率 10.95 9.94 7.80
累積説明率 53.13 63.07 70.87
因子負荷量 ポンディシェリー 0.935 ダマン・ディーウ 0.923 ビハール 0.827
ラクシャドウィープ 0.902 マハーラーシュトラ 0.906 アッサム 0.811
アンダマン・ニコバル諸島 0.850 ダドラ・ナガルハベリ 0.692 シッキム 0.636
ケーララ 0.689 ラージャスターン 0.692 オディシャー 0.518
シッキム 0.512
因子得点 タミル・ナードゥ 4.882 グジャラート 4.901 西ベンガル 4.451
ウッタル・プラデーシュ 1.370 マディヤ・プラデーシュ 1.800 アルナーチャル・プラデーシュ 1.364
ウッタル・プラデーシュ 1.110
因子番号 第 7 因子 第 8 因子 第 9 因子
変動説明量 1.98 1.73 1.44
変動説明率 6.39 5.59 4.65
累積説明率 77.25 82.84 87.49
因子負荷量 タミル・ナードゥ 0.863 デリー 0.730 西ベンガル 0.844
アーンドラ・プラデーシュ 0.681 ダドラ・ナガルハヴェーリー 0.516
因 子 得 点 カルナータカ 4.443 ウッタル・プラデーシュ 3.995 ビハール 3.923
アーンドラ・プラデーシュ 1.680 ハリヤーナー 1.732 アーンドラ・プラデーシュ 1.484
タミル・ナードゥ -1.072 マディヤ・プラデーシュ 1.425
マディヤ・プラデーシュ -1.644 デリー 1.317
デリー -2.449 ウッタル・プラデーシュ 1.078
ハリヤーナー -1.028
アルナーチャル・プラデーシュ -1.271












































動と解釈され，その変動説明率は 10.10％と 1991 年




動に該当するのは，第 4 因子，第 6 因子，第 8 因子













14.23％（第 2 因子）から 2001 年の 8.61％（第 5 因子）
へと低下した。発地も，北東部のメガラヤ，アルナー
チャル・プラデーシュ，トリプラの 3 州に縮小し，


































因子番号 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子
変動説明量 6.15 3.76 3.53
変動説明率 17.57 10.73 10.10
累積説明率 17.57 28.31 38.40
因子負荷量 グジャラート 0.956 ヒマーチャル・プラデーシュ 0.928 ダマン・ディーウ 0.961
カルナータカ 0.928 ジャンムー・カシュミール 0.804 ダドラ・ナガルハヴェーリー 0.927
マディヤ・プラデーシュ 0.833 ハリヤーナー 0.758 マハーラーシュトラ 0.884
ゴア 0.829 チャンディーガル 0.752 オディシャー 0.677




因 子 得 点 マハーラーシュトラ 5.464 パンジャーブ 4.274 グジャラート 5.545
デリー 2.944
ハリヤーナー 1.237
因子番号 第 4 因子 第 5 因子 第 6 因子
変動説明量 3.14 3.01 2.54
変動説明率 8.97 8.61 7.25
累積説明率 47.38 55.99 63.24
因子負荷量 ジャールカンド 0.884 メガラヤ 0.963 アーンドラ・プラデーシュ 0.830
シッキム 0.862 アルナーチャル・プラデーシュ 0.948 タミル・ナードゥ 0.820
アッサム 0.823 トリプラ 0.903 ケーララ 0.749
ビハール 0.528 ゴア 0.524
因 子 得 点 西ベンガル 4.875 アッサム 5.315 カルナータカ 5.400
ウッタル・プラデーシュ 1.368 西ベンガル 1.360 マハーラーシュトラ 1.004
ビハール 1.281
アッサム -1.301
因子番号 第 7 因子 第 8 因子 第 9 因子
変動説明量 2.35 1.79 1.46
変動説明率 6.71 5.10 4.17
累積説明率 69.95 75.06 79.23
因子負荷量 デリー 0.909 ポンディシェリー 0.950 マニプル 0.672
パンジャーブ 0.739 アンダマン・ニコバル諸島 0.790 ウッタラーカンド 0.613
因 子 得 点 ハリヤーナー 4.400 タミル・ナードゥ 5.393 デリー 3.270










因子負荷量 ナガランド 0.912 ラクシャドウィープ 0.939
因 子 得 点 ビハール 5.121 ケーララ 5.180
西ベンガル -1.724 デリー 1.406
アーンドラ・プラデーシュ 1.020
タミル・ナードゥ -1.029

























第 1因子 第 1因子
第 7因子 第 6因子
第 4因子
第 4因子













































































就業 ビジネス 教育 家族随伴 婚姻 自然災害 その他
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
マハーラーシュトラ 40.0 3.9 17.6 2.9 6.0 2.1 20.9 35.7 0.6 40.1 0.4 0.4 14.7 14.9
アッサム 29.6 3.5 23.4 1.4 5.4 3.0 22.7 36.3 1.5 46.5 0.7 0.6 16.7 8.7
ハリヤーナー 42.8 4.1 10.1 1.4 3.1 1.2 33.3 29.3 0.6 57.2 0.5 0.3 9.7 6.4
デリー 54.1 3.7 7.0 0.7 3.1 1.4 30.1 55.2 0.4 34.5 0.1 0.1 5.3 4.5
パンジャーブ 56.0 6.8 1.7 0.5 1.9 1.1 28.3 31.2 1.0 53.0 0.6 0.3 10.5 7.1
タミル・ナードゥ 41.0 7.2 5.4 1.1 8.8 3.3 28.9 31.3 1.9 46.2 0.3 0.2 13.8 10.7
グジャラート 47.2 8.8 18.3 4.4 2.3 1.1 21.6 38.7 1.0 37.3 0.1 0.1 9.6 9.7
西ベンガル 43.7 7.1 6.6 0.6 6.5 1.8 26.5 30.2 1.8 50.2 0.5 0.4 14.6 9.6
カルナータカ 38.5 6.6 6.0 0.9 11.7 2.9 25.5 32.0 1.3 44.8 1.0 0.5 16.1 12.3
ウッタル・プラデーシュ 34.7 3.4 6.6 0.9 9.6 1.5 30.5 21.0 2.0 67.1 1.9 0.6 14.8 5.4
ビハール 41.6 2.6 6.1 0.6 8.3 2.1 28.2 14.7 3.0 75.8 0.6 0.3 12.3 3.9
インド 43.9 5.1 10.0 1.4 5.4 1.8 26.8 34.0 1.1 48.5 0.5 0.3 12.4 8.9





就業 ビジネス 教育 婚姻 出生移動 家族随伴 その他
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
マハーラーシュトラ 65.6 7.7 1.4 0.2 2.9 1.3 0.3 35.4 5.8 7.9 15.9 38.2 8.1 9.3
アッサム 36.2 3.6 21.1 0.9 3.8 1.9 1.2 44.1 1.6 1.5 22.2 40.0 13.9 7.9
ハリヤーナー 57.2 7.5 0.6 0.2 1.6 0.7 0.4 45.2 2.4 1.7 29.1 39.6 8.6 5.1
デリー 62.8 5.1 0.8 0.2 3.8 1.3 0.2 31.3 2.2 2.5 23.2 54.2 7.0 5.4
パンジャーブ 65.7 8.9 0.9 0.4 1.3 0.8 0.5 42.9 2.7 2.6 20.0 37.1 8.9 7.3
タミル・ナードゥ 42.9 8.0 2.6 0.6 9.5 4.0 2.2 40.8 9.1 7.6 22.6 29.4 11.1 9.6
グジャラート 56.7 4.9 14.1 1.9 1.2 0.6 0.2 32.4 4.9 7.0 17.4 47.4 5.5 6.0
西ベンガル 46.1 8.6 5.4 0.4 4.0 0.8 1.2 43.3 2.7 2.4 25.3 35.1 15.3 9.5
カルナータカ 50.8 9.1 4.6 0.6 10.6 4.9 1.1 42.8 7.0 6.4 16.1 27.9 9.8 8.1
ウッタル・プラデーシュ 45.3 7.6 1.2 0.4 6.9 0.7 1.1 57.8 1.0 0.5 30.9 27.8 13.6 5.2
ビハール 33.4 1.9 1.3 0.1 6.1 0.6 3.2 83.7 2.3 0.5 22.9 9.1 30.8 4.1
インド 56.7 6.4 3.3 0.4 3.8 1.4 0.7 44.4 3.9 3.7 21.8 36.7 9.8 7.0




る移動が多くみられる。1991 年と 2001 年はそれぞれ
男性移動者の 43.9％と 56.7％を占め，このタイプの
移動が一層重要となっている。一方，女性の方は婚姻

































のように変化してきたのかを分析する。第 7 表と第 8

























































マハーラーシュトラ（第 1 因子） アッサム（第 2 因子） ハリヤーナー（第 3 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
グジャラート 25.9 45.1 メガラヤ 26.3 50.9 チャンディーガル 19.4 18.0
ゴア 39.5 42.8 ナガランド 12.3 37.1 ヒマーチャル・プラデーシュ 44.4 50.8
カルナータカ 29.7 45.0 トリプラ 22.0 56.1 パンジャーブ 24.3 59.5
ミゾラム 18.6 37.1 アルナーチャル・プラデーシュ 17.4 33.7 ウッタル・プラデーシュ 53.1 52.7
マディヤ・プラデーシュ 19.5 44.0 マニプル 14.6 37.1 ラージャスターン 39.3 68.9
アーンドラ・プラデーシュ 35.4 42.8 デリー 24.2 69.1
州全体 40.0 40.1 州全体 29.6 46.5 州全体 42.8 57.2
デリー（第 3 因子） パンジャーブ（第 3 因子） タミル・ナードゥ（第 4 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
チャンディーガル 36.4 31.5 チャンディーガル 20.3 36.7 ポンディシェリー 25.1 58.5
ヒマーチャル・プラデーシュ 55.4 33.0 ヒマーチャル・プラデーシュ 52.1 58.4 ラクシャドウィープ 22.5 70.1
パンジャーブ 29.7 33.5 ハリヤーナー 36.0 73.0 アンダマン・ニコバル諸島 35.7 27.1
ハリヤーナー 41.0 50.9 ウッタル・プラデーシュ 67.1 35.6 ケーララ 50.7 43.3
ウッタル・プラデーシュ 55.5 34.0 ラージャスターン 45.4 64.2 シッキム 30.4 40.9
ラージャスターン 51.8 34.1 デリー 26.5 49.6
州全体 54.1 34.5 州全体 56.0 53.0 州全体 41.0 46.2
グジャラート（第 5 因子） 西ベンガル（第 6 因子） カルナータカ（第 7 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
ダマン・ディーウ 16.0 69.0 ビハール 45.6 55.6 タミル・ナードゥ 49.4 38.5
マハーラーシュトラ 40.2 35.1 アッサム 21.9 45.2 アーンドラ・プラデーシュ 32.0 52.4
ダドラ・ナガルハベリ 37.2 82.2 シッキム 21.4 60.5
ラージャスターン 41.8 45.4 オディシャー 58.6 57.0
州全体 47.2 37.3 州全体 43.7 50.2 州全体 38.5 44.8
ウッタル・プラデーシュ（第 8 因子） ビハール（第 9 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
デリー 24.1 54.9 西ベンガル 42.0 81.2
ダドラ・ナガル・ハヴェーリー 26.8 83.5
州全体 34.7 67.1 州全体 41.6 75.8










第 8 表　2001 年の人口移動圏にみられた主要流出州の移動要因
（単位：％）
マハーラーシュトラ（第 1 因子） パンジャーブ（第 2 因子） デリー（第 2 因子・第 9 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
グジャラート 41.5 42.5 ヒマーチャル・プラデーシュ 53.6 57.2 ヒマーチャル・プラデーシュ 58.9 34.7
カルナータカ 54.3 37.6 ジャンムー・カシュミール 42.7 54.2 ジャンムー・カシュミール 39.9 17.5
マディヤ・プラデーシュ 56.7 39.2 ハリヤーナー 39.6 71.5 ハリヤーナー 45.8 50.8
ゴア 42.9 41.4 チャンディーガル 27.7 32.8 チャンディーガル 45.6 34.3
チャンディースガル 58.7 18.6 ウッタル・プラデーシュ 72.1 24.9 ウッタル・プラデーシュ 62.6 32.0
西ベンガル 79.6 32.5 マニプル 29.0 11.8
ウッタル・プラデーシュ 73.0 35.7 ウッタラーカンド 62.8 31.9
アーンドラ・プラデーシュ 58.8 37.5
州全体 65.6 35.4 州全体 65.7 42.9 州全体 62.8 31.3
ハリヤーナー（第 2 因子・第 7 因子） グジャラート（第 3 因子） 西ベンガル（第 4 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
ヒマーチャル・プラデーシュ 49.2 48.1 ダマン・ディウ 47.9 50.6 ジャールカンド 50.2 57.6
ジャンムー・カシュミール 43.1 17.2 ダドラ・ナガル・ハヴェーリー 35.3 60.2 シッキム 31.6 57.7
チャンディーガル 27.2 24.8 マハーラーシュトラ 41.9 33.5 アッサム 25.7 41.0




州全体 56.7 32.4 州全体 56.7 32.4 州全体 46.1 43.3
アッサム（第 5 因子） カルナータカ（第 6 因子） ウッタル・プラデーシュ（第 7 因子・第 9 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
メガラヤ 30.7 58.1 アーンドラ・プラデーシュ 52.0 51.7 デリー 27.7 41.3
アルナーチャル・プラデーシュ 20.3 34.7 タミル・ナードゥ 61.1 41.3 パンジャーブ 36.9 38.7
トリプラ 30.8 59.9 ケーララ 52.4 33.0 マニプル 18.6 72.9
ゴア 29.2 35.6 ウッタランチャル 51.8 68.8
州全体 36.2 44.1 州全体 50.8 42.8 州全体 45.3 57.8
タミル・ナードゥ（第 8 因子） ミゾラム（第 9 因子） ビハール（第 10 因子）
流出州 移動理由 流出州 移動理由 流出州 移動理由
就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性 就業/男性 結婚/女性
ポンディシェリー 21.1 48.8 マニプル 23.7 8.3 ナガランド 19.8 91.1
アンダマン・ニコバル諸島 36.3 28.7 ウッタラーカンド 47.7 17.4




























































2018 年度第 2 回研究集会にて発表した内容に加筆修正したも
のである。
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　　The paper aims to clarify the spatial patterns of inter-state migration in India, which has been under rapid 
economic development since 1991. To approach the issue, we employed the migration series data from two recent 
censuses in India for a factor analysis. The data was expressed in the form of a 31 × 31 matrix in 1991 and a 35 × 35 
matrix in 2001, depicting the origin–destination migration.
　　Through analyzing the origin–destination migration matrix, we identiﬁed the following seven main regions or 
states: Maharashtra; Gujarat; Delhi and its neighboring states; Tamil Nadu; Karnataka; West Bengal; and Assam. In 
2001, the regions of Maharashtra, Gujarat, and Karnataka successfully increased the number of their in-migration 
states due to the rapid increase of job opportunities for males since 1990s. On the other hand, the regions of West 
Bengal, Assam, and Tamil Nadu had already experienced a decrease in the number of their in-migration states mainly 
because of stagnant economic development. Delhi and its neighboring states were still considered a region in 2001. 
However, Delhi, Haryana, and Punjab have begun demonstrating unique features of migration ﬂows, and this weakens 
the explanatory power to consider them as a single unit. Uttar Pradesh and Bihar, which have high population 
densities, were still playing crucial roles in providing migrants for the regions located in the western and northern parts 
of India.
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